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【概 要】

我々の研究室では長年にわたって、光におけるレーザー光の様に可干渉性に優れた電子線

の開発や、低速の電子ビームを用いた分析装置の開発及び、その装置を用いた固体表面の

物性を研究してきた。低速（数十 eV ～数 keV）の電子線は、従来の高分解能透過型電子顕

微鏡で使用している高速電子線と比較して、①観察試料に対する損傷が小さい、②生体分

子の構成要素である炭素、酸素と言った軽元素に対して散乱断面積が大きい、と言った特

徴を持っている。また、研究室で開発した電子源が放出する電子線は、原子数個の非常に

狭い領域から放出してくるために、①可干渉性（コヒーレンス）が高い、②高輝度、③点

光源と言った利点もっており、生体分子の構造解析を行う上で理想的な電子源に近い。投

影電子顕微鏡の手法を用いて、この電子の放出直後のまだ広がりが小さい（ナノメートル

オーダー）状態で平行ビ－ムにして試料に照射すれば、試料微小領域の単分子から回折波

が発生すると期待される。この回折波を測定し、動力学補正を考慮したオーバーサンプリ

ング法（位相決定法）を適用して、単分子の原子構造解析を行う。本研究では、上記の技

術を実現する装置開発を行い、低速コヒーレント電子ビームを用いた単分子の 3 次元構造

解析手法開発の道筋をつける。

【期待される成果】

本装置によって、高輝度のコヒーレント低速電子線を試料に照射し、ナノメートルオーダ

ーの局所領域で発生した回折波が測定可能となる。

・カーボンナノチューブを試料に選び、その 3 次元構造解析から、カーボンナノチューブ

の原子レベルでの特異構造の検出（5 員環、7 員環、σ結合欠陥、π結合欠陥、不純物）が

可能となる。

・低速電子ビームの持つ特徴が最も有効となる試料、生体関連巨大単分子（DNA, RNA 等）の

原子構造解析が可能となる。
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